
【２０２４年の終わりに】  

いよいよ２学期も終了し、２０２４年が終わろうとしています。今年は正月早々に能登

半島地震、日航機と海保機の衝突という災害・事故のニュースが飛び込んできました。暗

いニュースで始まりましたが、大谷翔平選手の５０－５０やパリオリンピックでの日本人

選手の活躍など明るいニュースも多くあった一年でした。  

今年の学校行事で印象的だったのは体育祭でした。お昼

に行われた全生徒参加による「色別ダンス」は男子校らし

い圧巻のパフォーマンスだったと思います。藤嶺祭でも

「間夜祭」という初めての企画に取り組むなど、体育祭実

行委員、藤嶺祭実行委員ともに新しいことに積極的にチャ

レンジする姿勢をもって各行事を盛り上げてくれました。  

学校の取り組みとしましては「高校 T A S L」そして「タ

ーム留学」が今年度から始まりました。放課後学習の

T A S L は高校一年生を対象に「メンター」と呼ばれる大学生が自習室で学習支援をしてく

れる取り組みで、学校の宿題や課題を学校で済ませて帰ることを一つの狙いとしていま

す。今までのところは積極的に利用する生徒がいる一方で、試験前くらいにしか参加しな

い生徒がいるという状況ですが、初年度ということでいろいろ工夫を重ねより良いプラグ

ラムへとしていこうと考えています。なお、来年度は１・２年生が対象となります。  

藤嶺藤沢初の「ターム留学」では３名の生徒がオーストラリアとニュージーランドの高

校に３カ月間留学をしました。３人共一回りも二回りも成長して帰ってきてくれました。  

 さて、年末を迎えるということは一般受験をする高校３年生にとってはいよいよ勝負の

時が来たということになります。よく耳にする「現役は最後まで伸びる」という言葉があ

ります。これは本当のことだと思います。いよいよ受験に必要な知識が身につきそれを使

って集中的に問題演習に取り組んだり、大学の問題に合わせた対策をしていきます。それ

によって劇的に現役生は成長します。  

私がよく生徒に話すエピソードに「受験会場に向かう電車の中で見ていた問題が入試で

出題された」というものがあります。これは本校生が体験した実話でその生徒は見事第一

志望であったその大学に合格しました。私はこのエピソードは「偶然ではない」と生徒に

伝えています。それまでに学習してきたものがあるから直前にその問題に触れることがで

きたのであって、一日サボっていたらその問題を当日見ることはなかっただろうと言って

います。そこまでの努力がその問題に出会うことを「必然」にしたのです。現役の本校生

諸君一分一秒を大事にして最後まで学習に取り組んでください。まさに校訓「勇猛精進」

を実践してください。心よりご健闘を祈っています。  
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【（続報）遊行の光】  

 先月号でもお伝えいたしましたが、１２月２２日まで

遊行寺にて「遊行の光」というライトアップイベントが

行われていました。遊行寺で行われた初めての企画で、

本校生も作品を展示するなど協力させていただいたので

すが、想像以上に規模が大きく、ライトアップとイルミ

ネーションを融合させた非常に見ごたえのあるものでし

た。遊行寺の本堂が青いライトで照らされ、境内全体に

小さなライトが敷き詰められ、参道に沿ってライトが並

び、幻想的な演出で本

堂へと導いてくれます。生徒の作品は書院の畳の上に並

べられているのですが、新しくなった日本庭園側の窓に

反射し、まるで庭園の上に作品が浮いているかのように

見えます。（写真ではわかりづらいですが…）改めて、

このような企画に協力できる機会を与えてくれた遊行寺

の皆さんには感謝申し上げたいと思います。来年も行わ

れるようでしたら是非とも皆様にもご覧いただきたいと

思います。  

 

【聖園女学院×藤嶺藤沢クリスマスミニコンサート】  
 今年度より、聖園女学院と生徒会の情報交換会、茶道部の合同茶会などの交流企画を実

施しています。そして先日１２月２１日にはクリスマスミニコンサートが遊行寺境内で行

われました。  

 聖園女学院はハンドベルの演奏、本校は遊行塾の和太鼓グループによる演奏でした。遊

行寺の境内でクリスマスの曲を演奏するというのは前代未聞かもしれませんが、そこは時

宗の懐の広さで受け入れていただきました。当日は日能研の模試が中学棟で、講堂兼体育

館では「入試問題対策説明会」が行われており、その終了時刻に合わせて演奏を行い、帰

宅の途につく受験生やそのご家族の方々に楽しんでいただきました。来年度も聖園女学院

とのコラボ企画を実施していく予定です。  

 

【これから1月中旬までの主な行事予定(高校)】  

１２月２３日（月）：第２学期終業式  

   ２５日（水）：事務所納め  

   ２６日（木）：T o k y o  G l o b a l  G a t e w a y  英語研修  

   ２９日（日）～１月３日（金）：学校閉鎖期間  

 １月  ７日（火）：職員打合せ  

    ８日（水）：第３学期始業式 (「ブレザー」「正式ネクタイ」着用 )  

高１･２ :２限から平常授業   高３ :２限L H R  

８日（水）～１７日（金）：共通テスト直前ゼミ  

   １４日（火）～１６日（木）：高１・２勉強合宿  

   １７日（金）：英検（高１・２全）  

１８日（土）～１９日（日）：大学入学共通テスト  

 

＊高２卒業茶会の予定  

２Ａ：  ３ /８（土）  ２Ｂ：２ /１５（土） ２Ｃ：３ /１５（土）  

２Ｄ：１ /１８（土）  ２Ｅ：１ /２５（土） ２Ｆ：２ /８（土）  


